








蛍光眼底撮影によると,発症後比較的早い時期に糖尿病性網膜症の初期病変として硝子体

への造影剤のもれが認められる。しかし,普通の検眼鏡でその病変が臨床的に明かになるの

は,Rosenbloom によると,発症後 5 年以下では稀で,5 年から 10 年経過した症例では,その

20～30%,10～45年では30～50%,15年以上で70～80%に網膜病変がみられると報告されてい

る。このように,毛細血管瘤や毛細血管の脱落をみつけるには,検眼鏡やカラー写真よりも

蛍光眼底撮影がすぐれているが,まだ,一般に普及するには至っていないので,検眼鏡にお

いて異常を呈した小児を対象に,retrospective にそのコントロールの良否と網膜症の関

係を検討したので報告する。 


